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第１章　伊達市の概要

１．位置・面積

　本市は、北海道の南西部、北海道の中心都市である札幌市と函館市の中間に位置し、北

西には有珠山や昭和新山、南は噴火湾（内浦湾）に面しています。

　2006年（平成18年）３月１日に旧大滝村（現大滝区）と飛び地合併しており、工業都市の室

蘭市や全国的に有名な温泉観光地の登別市・洞爺湖町などと隣接しています。

42度22分～42度32分
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大滝区 位置

伊達地域
緯度（北緯）

経度（東経）
位置 面積

面積

170.2K㎡

274.0K㎡
経度（東経）

緯度（北緯）

140度58分～141度12分

42度34分～ 42度49分

140度46分～140度59分
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２．気象

　本市は、伊達地域と大滝区では気候が少し異なります。

　伊達地域は、厳しい冬の期間が長い北海道内では最も恵まれた気象条件をもち、「北の

湘南」と呼ばれるほど、温かく暮らしやすい地として知られています。また、噴火湾からの暖

流の対馬海流の影響を受けるため、春の訪れが早く、夏・秋はさわやかで快適であり、初雪

も11月と遅く、降雪量が少ない過ごしやすい気候です。

　一方、大滝区は同じ伊達市でありながら内陸部に位置し山に囲まれているため、寒さは

厳しく積雪も多いです。

伊達市（伊達アメダス観測所）の気温、降水量、風速、日照時間（2022年（令和４年））＜資料＞気象庁
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213

27.0 1.4 5.6 96.3 6

12 -4.7 4.1 -14.7 104.5

大滝区（大滝アメダス観測所）の気温、降水量、風速、日照時間、積雪量（2022年（令和４年））＜資料＞気象庁

11 3.1 15.4 -7.6 116.0

21.5 1.6 6.0 33.8

0

10 8.3 24.1 -3.6 179.5 82.5 1.6 6.2 149.7 0

9 15.7 28.0 1.8 112.5 28.5 1.5 5.7 192.0

0

8 18.8 27.9 9.6 334.5 92.5 1.4 5.0 118.0 0

7 20.0 29.3 12.6 108.0 37.0 1.4 4.6 99.1

0

6 14.3 25.7 1.5 149.0 64.0 1.7 5.1 136.4 0

5 10.7 26.8 -2.4 108.0 51.0 2.1 7.8 213.1

123

4 4.6 19.2 -9.6 25.0 13.0 1.8 5.9 203.9 38

3 -1.3 7.0 -12.8 69.0 18.0 1.7 6.4 81.1

206

2 -6.3 4.0 -20.1 64.0 19.0 1.6 5.7 57.7 201

1 -7.1 0.4 -19.0 118.5 33.5 1.5 5.6 55.6
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３．人口・産業

　伊達市の2022年（令和４年）度末時点の人口は32,118人、世帯数は17,586世帯です。

　2006年（平成18年）以降減少が続いており、国立社会保障・人口問題研究所の報告に

よると、人口・世帯数は今後さらに減少することが予測されます。

　65歳以上の老年人口が増加傾向にあり、2022年（令和４年）度末時点で、総人口の

38.5％（12,377人）を占めています。

■ 人口推移（平成30年度～令和４年度）

※人口及び世帯数は、外国人を含めた人口・世帯数になっています。

■ 区域別人口 （令和５年３月末現在）

＜資料＞都市住宅課

■ 産業別従業者数（15歳以上） （平成27年10月１日現在）

＜資料＞2021年版伊達市統計書
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100.0%

割合(％)
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区分 総計

32,118人

100%

区分
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2.7%

市街化区域
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農業 林業

23人

0.1% 0.9%
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年度 人口 世帯数

その他

153人

第２次
産業

第１次産業

1,381人

漁業

第３次
産業

16,124人

総数

1,655人

令和元年度

令和２年度

令和３年度

平成30年度 34,083人 17,871世帯

令和４年度

33,656人 17,831世帯

33,209人

32,599人

32,118人

17,805世帯

17,640世帯

17,586世帯

31,000人

31,500人

32,000人

32,500人

33,000人

33,500人

34,000人

34,500人

17,400世帯

17,450世帯

17,500世帯

17,550世帯

17,600世帯

17,650世帯

17,700世帯

17,750世帯

17,800世帯

17,850世帯

17,900世帯

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

世帯数

人口
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４．土地利用

　2022年（令和４年）時点の地目別土地利用の状況は、その他（50.83％）が最も多く、山林

（16.84％）、原野（14.23％）、畑（8.95％）と続きます。

■ 地目別土地面積（各年１月１日現在、単位：K㎡） （各年１月１日現在）

＜資料＞税務課
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構成比(%)

総面積 444.21 444.21 444.21 444.21 444.21 100.00%

区分 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
令和４年

面積

2.59%

田 4.41 4.43 4.42 4.40 4.39 0.99%

宅地 11.53 11.53 11.51 11.52 11.50

8.95%

山林 75.41 75.39 75.39 74.82 74.81 16.84%

畑 39.67 39.88 39.74 39.80 39.77

14.23%

牧場 9.15 8.90 8.90 10.74 10.74 2.42%

原野 64.77 64.74 64.73 63.26 63.23

225.83 50.83%

0.01%

雑種地 13.41 13.48 13.66 13.84 13.93 3.14%

池沼 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

その他 225.85 225.85 225.85 225.82
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第２章　伊達市環境基本計画の概要

１　計画の基本的事項について

（１）　計画の目的

　伊達市環境基本条例に定める基本理念にのっとり、市民の良好な環境を確保し、将来の

世代に継承していくため、環境の保全及び創造に関する長期的な目標及び施策の基本的

な事項について定めることを目的としています。

（２）　計画の位置づけ

　伊達市環境基本条例第11条に基づき策定するもので、市の「第７次伊達市総合計画」の

もとで、環境行政におけるマスタープランとなるものです。国や道の環境基本計画及び関連

計画・法令との整合を図るとともに、本市のその他の個別計画などと連携を図りながら、環境

施策を総合的に進めていきます。

（３）　計画の期間

　本計画の計画期間は、2019年度（令和元年度）から2028年度（令和10年度）までの10年

間とします。

　なお、社会・経済情勢の変化や科学技術の進展、環境問題自体に変化が生じることも想

定されるため、必要に応じて計画の見直しを行います。

２　計画策定の視点について

　環境問題は、テーマが幅広く多岐に渡るとともに、市民レベルで取り組める内容から、国や

世界レベルで取り組まなければならないものもあるため、環境の現状と課題を把握し、次の

内容を整理して取り組むべき項目を設定してます。

・環境問題に関わる近年の社会動向

・市民意向（アンケート調査結果による関心度・満足度・重要度）

・第２次伊達市環境基本計画の検証（総括）

・環境審議会や意見交換会、環境白書などへのご意見

第２章　伊達市環境基本計画の概要

6



３　計画の方向性について

（１）　将来像

　市民アンケート結果や第２次伊達市環境基本計画の検証と総括、第7次伊達市総合計画

との整合性などから「これまでの環境配慮行動を見直し、持続可能な取り組みを行うとともに、

新たな気づきと行動でより良い環境が実感できる豊かな生活を送れること」を期待し、

として設定しています。

（２）　基本目標・施策体系

・策定にあたっては、「10年後も評価しやすくシンプルで分かり易いもの」、「環境トレンド

　に詳しくなくても理解でき親しみやすいもの」ということに留意しています。

・第２次伊達市環境基本計画から継承する形式で「生活環境」、「自然環境」、「地球環

　境」を冠した３つの基本目標を設定しています。

・各基本目標に達成状況の目安として関連指標を設定しています。

・施策は、市民アンケート結果や第２次伊達市環境基本計画の総括、提出意見、総合

　計画関連などから相関があるものを整理し設定しています（前頁「計画策定の視点

　について」）。

（３）　点検・評価

・計画期間内の長期サイクルは、PDCAサイクルが基本となります。

・毎年の「環境状況等に関する報告書」の作成と公表、意見募集を展開し、点検・評価

　を行っていきます。

・計画期間の５年目終了時に中間総括を行い、環境に関する市民アンケートを実施す

　る予定です。

・報告書の作成時、担当課による実施施策の点検・自己評価を行います。

第２章　伊達市環境基本計画の概要

『環境配慮を通じて、豊かさを実感できるエコシティだて

ー続けよう、ともに学び、行動すること！ー』
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４　分野別の施策方針について

第２章　伊達市環境基本計画の概要

基本目標１

基本目標２

基本目標３
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